
勢田川流域等浸水対策実行計画の
今後の取り組みについて

勢田川流域等浸水対策協議会
令和３年４月２６日

資料３



１） 伊勢市
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 令和３年度に３排水区整備のうち
・桧尻第２排水区 幹線排水路の詳細設計に着手
・倉田山排水区 黒瀬ポンプ場のポンプ増設詳細設計に着手
・桧尻第１排水区の雨水排水路整備の継続

 令和2年7月25～26日 梅雨前線に伴う豪雨により、桧尻第２排水区に浸水被害が
発生したことから、地域より早期に浸水対策を求める声があがっているため、
本計画の早急な整備実施が課題となっている。

雨水排水路整備 ポンプ増強

桧 尻 第 １ 排 水 区
令和3年度：工事

桧尻川河道掘削・河川整備

整備中

詳細設計

国

県

市

市

市黒瀬 ポンプ場

桧尻川排水機場
ポンプ増強

勢田川流域等浸水対策実行計画に基づく下水道整備（短期計画）の今後の予定

桧 尻 第 ２ 排 水 区
令和3年度：詳細設計
令和4年度：工事
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桧 尻 第 ２ 排 水 区
令和3年度：詳細設計
令和4年度：工事

倉 田 山 排 水 区
令和3年度：詳細設計
令和4年度：工事



２）三重県
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■今後の取組みについて（三重県）
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○ハード対策（汁谷川 河川整備）

・河川整備計画の策定 ⇒令和２年３月に策定

・勢田川流域等浸水対策実行計画の対策メニューに汁谷川の整備を追加

⇒令和２年８月に追加（第６回協議会）

・【短期計画】 特殊堤の整備（外水氾濫対策）⇒令和３年度工事着手予定

・【中長期計画】 排水ポンプの新設（内水氾濫対策）⇒特殊堤整備後検討

宮古橋

（外水氾濫対策）
特殊堤の整備

汁谷川排水機場
（既設）

0.75~0.90km0.95~1.10km

（内水氾濫対策）
排水ポンプの新設（約8m3/s）

汁谷水門

※新設する排水ポンプ
の位置については、
今後検討していく。



○ハード対策（桧尻川 河川整備）

■今後の取組みについて（三重県）

・河道断面を増やすための河川整備を実施
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【桧尻川計画図】

中長期計画① L=７１０m

右岸護岸工Ｌ＝７１０m
設 計・用地買収

左岸護岸工 Ｌ＝１，６６０m

勢田川合流点～桧尻橋における
右岸引堤護岸工は完了

中長期計画② L=１，６６０m

桧尻川事業区間 L=1,660m



３）国土交通省 三重河川国道事務所
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7
河道掘削イメージ掘削施工状況

勢田川

2.0k

3.0k
4.0k

5.0k

6.0k

 洪水時の勢田川の水位を下げるため、河道断面を増やすための掘削を引き続き実施します。
 今後、約16,000m3の河川掘削土が残土として発生します。引き続き、残土受け入れ先
の調整を進めます。

河道掘削【国：勢田川】

実施済（~R3.3.31） Ｖ＝約45,000ｍ３

実施中（R3年度） Ｖ＝約28,000ｍ３

今後実施予定 Ｖ＝約16,000ｍ３

R４年度以降実施予定



桧尻川排水機場
(11.5m3/s)新桧尻川排水機場

(8.0m3/s)
新桧尻川樋門

(70m3/s)

桧尻川排水機場ポンプ増強【国：桧尻川】

 伊勢市が行う下水道整備、三重県が行う桧尻川(県管理区間)の河川整備と事業調整を
図り、各事業の進捗状況を把握しながら、新桧尻川樋門及び、新桧尻川排水機場の整
備を進めます。

現況

完成イメージ図
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 令和3年度も現場実証を継続実施 (伊勢市内33箇所）

 出水時の樋管等の閉鎖状況を把握するため、勢田川(神久16号
樋管、岩渕1号樋管）の２か所に、開閉検知センサを設置

 令和３年度の出水期においては、システムの利用者を消防団や
河川管理者（巡視者）などに拡大して現場実証を行い、あらゆる
関係者が情報把握や共有できるシステムの検討・構築を実施

本システムは、洪水時等の水防活動・防災業務及び、住民の早期の
避難行動を支援し、あらゆる関係者による防災・減災を推進するための
情報共有システムである。

◆ 今後の予定

勢田川浸水状況共有システム【国：勢田川】
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